
１　特殊詐欺

（１）件数

（２）被害金額

※　被害額については端数四捨五入のため、詳細金額とは若干の差異があります。

（３）被害者性別 （４）年齢層

（５）高齢者被害

２　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺

（１）件数 （件）

（３）被害者性別

（２）被害金額 （千円）

※被害額については端数四捨五入のため、詳細金額とは若干の差異があります。

（４）年齢層
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65～69歳 70歳代 80歳代～ 合計（人）

合計 19 37 40 92 37

11月末 ～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳

37

合計
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被害額(千円) 比率

35.2% 11月末 500,708 43.6%
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合計（人） 369
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29 30 39 52 39 369男性 207 11月末 64 69 47

50歳代 60～64歳 65～69歳 70歳代 80歳代～ 合計（人）11月末 ～20歳代 30歳代 40歳代
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1 1 0 9 3 250前年同期 47 3 153 9 24

1 19 1 21 16 36911月末 143 18 129 6 15

　　特殊詐欺、SNS型投資・ロマンス詐欺被害状況

令和 7 年 11月末 (暫定)
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詐欺ですよ！



３　詐欺の手口

マッチングアプリやSNSを通じて知り合った人物から、「異性を紹介する。デートクラブの登録料を支払うように」「認証手数料が必

要」などと言って電子マネーの送付や現金の振り込みを要求される手口の詐欺が昨年に比べ増加しています。

R6.11末 R7.11末

件数 1 19

被害額（千円） 2754 49787
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激増！

・11月末現在、被害者は全員男性です。「デートできる女性を紹介する」という言葉に要注意！

・マッチングアプリやSNSで知り合った人物に金銭等を要求されても送金しない。

・一度支払うとその後も様々な名目で支払いを要求され続け、実際に異性に会うことはできませ

ん。

キャッシュカードを狙った詐欺が１１月末現在で34件発生し、前年同時期（件）に比べて増加しています。

またこの手口の被害者の97％が高齢者です。

たとえ警察官や金融機関の職員などを名乗っていても、キャッシュカードは誰にも渡さない。暗証番号も大事な

個人情報ですので誰にも教えないで！！

登録料

認証費

費用は全て

返金します

・警察や市役所、金融機関の職員がご自宅にキャッシュカードを受け取りに行くことはありませ

ん。

・知らない番号からの電話は取らない。防犯機能付電話機の使用や常に留守番電話にするなどの

対策を！

・電話の相手から「キャッシュカードを交換する（預かる、保管する）」等と言われたら、すぐ

に家族や知人、警察に相談を！！

R6.11末 R7.11末

件数 6 34

被害額（千円） 5685 56763
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キャッシュカードを狙った詐欺の認知状況（前年同期比）
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【１月】

【２月】

【３月】

【４月】

【５月】



【６月】

【７月】

【８月】

【９月】

【10月】

・自宅の電話は留守番電話設定にして詐欺の電話をブロック！

ＳＮＳやマッチングアプリ等をきっかけに「絶対に儲かる」等と持ち掛けられ、暗号資産を送付する手口が昨年同時期に比べて倍増し

ています。

対応方法

・暗号資産交換業者や金融商品取引業者は金融庁・財務局への登録が義務付けられています。

登録業者かどうか、金融庁のウェブサイトで必ず確認をしましょう。

・出金に手数料や税金がかかると言われた場合は確実に詐欺です！絶対に振り込まず、家族

や警察など身近な人に相談しましょう。

・一度も会ったことのない人には送金しない！



【11月】

警察官を名のる犯人が「あなたに犯罪の容疑がかかっている」などと言って、被害者にマルチコピー機で指示した予約番号を入力させて、ニセの

逮捕状等を印刷させることによって、話を信じ込ませた上で、お金をだまし取る手口が発生しています。

対応方法

・警察がSNSで連絡をしたり、逮捕状や警察手帳などの画像を送ることはありません。

・警察がマルチコピー機を操作するよう指示することはありません。

・警察官を名乗る人物から電話があった場合は、「誰に言ってもいけない」等と言ってきても相

手の所属、氏名を確認して、一度電話を切って家族や友人に相談したり、警察相談専用電話「♯

９１１０」や最寄りの交番、警察署などに相談してください。


